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ɹฏ �� ɺ౦ຊେࡂ෩ɾूத߽ӍʹΑΔࡂͳͲɺࣗવࡂʹΑΓਙେͳඃൃ͕ੜ͠ɺ

ଟ ͷ͘ਓ໋͕ࣦΘΕ·͠ ͨɻ͜ͷΑ͏ͳࡂʹ͓͍ͯɺؾிͷൃද͢Δࡂใ͕ɺࢢொଜͷආק

ಈʹ݁ͼߦҰํͰɺదͳආ͕ͨͬ͋ྫࣄಈʹ݁ͼ͍ͭͨߦͷஅॅຽͷࣗओతͳ҆શ֬อࠂ

͔ͭͳ͔ͬͨྫࣄ͋ΓɺޙࠓऔΉ͖ଟ ͷ͘՝͕໌Β͔ʹͳΓ·͠ ͨɻ

ɹຊಛूͰɺ·ͣୈ �અͰฏ �� ͷݟʹࡂΔආߦಈͱ՝Λࣔ͠ɺୈ�અͰ໋ΛकΔͨΊͷ

ආߦಈͷஅΛࢧԉ͢Δࡂใʹ͍ͭͯհ͠· ɻ͢ୈ �અͰࣗવ͔ࡂΒΛकΔͨΊͷओମ

తͳ࢟Λհ͠· ɻ͢

（１）東日本大震災における津波からの避難行動と課題
ɹฏ �� ݄̏ ��ʹൃੜ͠ ʮͨฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʯͱͦΕʹΑΓൃੜ͠

ΛͨΒ͠େɺຊ֤ʹਙେͳඃڊͨ ɺҰͷࡂͱ͠ ͯઓ࠷ޙେͷਓ໋͕ࣦΘΕ·͠ ͨɻ

ଟޙࡂΔ༷ʑͳ՝͕໌Β͔ʹͳΓɺ͚͓ʹࡦͰɺ͜Ε·ͰऔΒΕ͖ͯͨɾରࡂճͷࠓ

ͷؔ͘ػؔࡂͰվળݕ͕ࡦ౼͞Ε͖ͯ·͠ ͨɻؾிʹ͓͍ͯɺൃੜޙʹൃදͨ͠ܯ

ใɾใʹ͓ Δ͚ͷ͞ߴͷ༧͕࣮ࡍͷͷ͞ߴΛେ͖͘ Լճͬͨ͜ͱ͕ɺॅຽͷආߦ

ಈΛಷΒͤͨҰҼͱͳͬͨ͜ͱͳͲ͔Βɺܯใɾใͷൃද༰ൃදํ๏ʹ͍ͭͯ༗ࣝऀ

ؔػؔࡂ͔ΒͳΔݕ౼ձΛ։͠࠵ɺվળࡦΛͱΓ·ͱΊ·͠ ʢͨಛू̎ࢀরʣɻ

○津波避難時の危険な行動

ɹֳɾফிɾؾி͕ڞಉͰͨͬߦԊ؛Ҭͷॅຽʹର͢Δฉ͖औΓௐࠪͷ݁ՌͰɺͷ

༳Ε͕ऩ·ͬͨޙʹආΛ͠ͳ͔ͬͨਓͷଟ͕͘ɺͦͷཧ༝ͱ͠ ʮͯՈΛ୳͠ʹ͍ͬͨΓɺܴ͑ʹ͍

ͬͨΓ͠ ͔ͨΒʯʮࣗʹ͔ͬͨΒʯʢӈϖʔδͷਤઢғ͍ʣͱ͠ ͍ͯ· ɻ͢ՈΛॿ͚ʹߦ ɺ͘ආ

ʹඞཁͳΛ४උ͢Δͱ͍͏વͷߦಈɺࡂͰ໋ͷݥةʹͭͳ͕Γ· ɻ͢·ͨཧ༝ͱ͠ ʮͯա

ͳ͔͔ͬͨΒʯʢͷഁઢғ͍ʣͱ͔ͭ͑͠ߟͷͰ͕དྷͳ͔͔ͬͨΒʯʮͷ͜ͱڈ ͨਓ

ଟ͍͘·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺຊपғΛւʹғ·ΕͨࠃͰৗʹͷ͞ࡽʹݥةΕ͍ͯ· ɻ͢·ͨɺ

ͦΕͧΕͷҬͰɺਙେͳඃΛͨΒ͢ Α͏ͳࡂेɺඦʹҰͷग़དྷࣄͰ͋ΔͨΊɺ

ࡂͷൃੜִؒʹൺͯؒظͷݸਓͷ͍ͨͮجʹݧܦஅ͕ۃΊͯݥةͰ͋Δ͜ͱͬͯ ͓͔

ͳ͚ΕͳΓ·ͤΜɻ

ɹಉௐࠪ݁ՌͰɺܯใΛݟฉ͖͠ ͍ͯͳ͍έʔεɺใ͕ͳ͍ͨΊආ͕Εͨέʔε͋Γ·

ͨ͠ɻޙࠓͷରࡦʹ͓͍ͯɺܯใΛਖ਼͘͠׆༻͠ɺ·ͨೖख͕ؒʹ߹Θͳ͍߹ʹ໋Λक

ͬͯ ͨ͘ Ίʹɺʮ͍ڧ༳ΕΛͨ͡ײ߹ʹࣗΒͷஅͰආ͢Δʯ͜ͱ͕جຊͰ͋Δ͜ͱΛɺڭࡂҭɺ

܇ࡂ࿅ͳͲΛ௨ͯ͡ࠃຽͷօ༷ʹेཧղͯ͠  Δ͚Α͏͞ ΒʹॏతʹऔΓΉඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

� ฏ̎̏ͷݟʹࡂΔආ行ಈͱ՝

特集１　命を守るための避難と防災情報
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○津波てんでんこ

ɹʑͷඃΛड͚͖ͯͨࡾํͰɺʮͯΜͰΜ͜ʢେ͖ͳ͕དྷͨΒɺʹ

ಀ͛Ζɺࣗͷ໋ࣗͰकΕʣʯͱ͍͏ঝʹΑߴΘͣʹ֤ࣗͯΜͰΜΒΒʹҰਓͰߏ

Γɺདྷऻ࣌ʹՈΛॿ͚ʹͨͬߦΓΛऔΓʹͯͬߦආ͕Ε໋Λམͱ͍͚ͯ͠ͳ͍ɺ

ͱ͍͏͜ͱΛ͑ͯདྷ·ͨ͠ɻ͜ΕɺଞਓΛແࣗͨ͠ࢹຊҐͷߦಈͰ͋Γ·ͤΜɻͦΕͧΕ

͕ਖ਼͍͠அͰආͰ͖Δ͜ͱɺͭ·Γ͓͍ޓͷ৴པΛલఏʹɺΛ୳͠ʹͨͬߦΓͤͣʹ֤ࣗ

͕ਅͬઌʹආͤΑɺͱ͍͏͑ڭͰ͢ɻࠓճͷࡂͰՈͷ͑ڭʹैͬͯਝʹආͨ͠Γɺͯ

ΜͰΜ͜ͷ͑ڭΛक͕ͬͯͦࢠΕͧΕผʑʹආߦಈΛͱΓॿ͔ͬͨྫࣄ͋Γ·ͨ͠ɻ͜͏͠

ͨආߦಈʹɺࡂͰՈͷ҆൱Λ֬ೝ͢Δؒʹ໋ͷ͕ݥةഭΔ͜ͱΛཧղ͠ɺ͍͟ͱ

લʹेʹ͠߹ͬͯ४උ͓ͯ͘͠ࣄಈ͢Εྑ͍ͷ͔ɺߦΕͧΕ໋͕ΛकΔʹͲ͏ͦʹ࣌͏͍

͜ͱ͕ඞཁͰ͢ɻ

平成 23 年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波
対策に関する専門調査会」報告　参考図表集）より
用事後避難：揺れがおさまった後、すぐには避難せず、なんらかの行動を終えて避難した。
切迫避難：揺れがおさまった後、すぐには避難せず、なんらかの行動をしている最中に津波が迫って来た。

すぐに避難しなかった理由
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○周囲の避難・声かけの効果

ɹޙࡂͷฉ͖औΓௐࠪͷ݁Ռʹɺࡂલ͔ΒͷऔΓΈͷޮՌΛ࣮ূ͍ͯ͠Δͱ͑ݴΔͷ

͋Γ·ͨ͠ɻආͨ͠ਓୡͷҙݟɺൃੜޙʹආ͖͔͚ͨͬ͠ͱͯ͠ɺʮେ͖ͳ༳Ε͔Β

͕དྷΔͱ͔ͨͬࢥΒʯͷ࣍ʹଟ͍ͷʮՈ·ͨۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͔ͨͬݴΒʯͰͨ͠ɻ

ౡݝͰʮՈ·ͨۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͍͔ͬͨΒʯʮۙॴͷਓ͕ආ͠Α͏ͱ͍͔ͬͨΒʯ

Λ߹ΘͤΔͱආ͖͔͚ͨͬ͠ͷׂ̑Λ͍͑ͯ·͢ʢԼਤઢғ͍ʣɻͭ·Γɺͷେ͖ͳ༳

ΕܯใͷൃදͰආͷஅʹࢸΒͳ͔ͬͨਓͰɺՈͷ༠͍ۙॴͷਓ͕ආ͢Δ࢟ʹ

ΑͬͯආΛ։ͨ࢝͠ͷͰ͢ɻਓؒͷूஂ৺ཧʹपғͷߦಈʹ߹ΘͤΑ͏ͱ͢Δͷ͕͋Δͱݴ

ΘΕ·͕͢ɺ͜ͷΑ͏ʹɺආ࣌ʹࣗΒઌͯ͠ආɾ͔͚ΛۙྡॅຽʹͤݟΔ͜ͱͰҬ

ॅຽͷආΛଅ͢ 	 ʹઌආऀ 
 Λ࡞ΔऔΓΈҰ෦ͷҬͰߦΘΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ͜ͷ

औΓΈޙࡂଟ͘ͷҬʹ͍͕ͯͬ·͢ɻ

○津波から身の安全を守るために

ɹ͔ΒΛ҆શʹकΔͨΊʹɺؾி͕ൃද͢Δܯใҙใͷ༰ͳͲΛཧղͨ͠

্Ͱར༻͢Δ͜ͱେมॏཁͰ ɻ͢ҙใւਫཋүΓɺւதͰͷۀ࡞ɺཆ৩ࢪઃͳͲɺւ

Ҭʹରͯ͠ ҙΛݺͼ͔͚ΔͷͰ͕͢ɺܯใ͕ൃද͞Εͨ߹Ҭͷਁਫͷ͓ͦΕ͕͋Γɺ

Ԋ؛ͷॅຽͪʹߴ҆શͳॴආ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢·ͨɺຊͰͷൃੜ͕ݯ

Ԋ؛ͷۙ͘ʹ ഭͬͯ ͓ΓɺൃੜޙఔͰ͕དྷऻ͢Δ͓ͦΕ͕͋Γ·͕͢ɺܯใͷൃද

ʹগͳ ͱ͘Λཁ͢ΔͨΊɺܯใͷୡ͕ͷདྷऻʹؒʹ߹Θͳ͍͜ͱ͋Γ· ɻ͢͜ͷͨ

ΊԊ؛Ͱɺ͍ڧ༳Εʢ̐ ఔҎ্ʣɺऑͯ͘ ͍ؒ࣌Ώͬ͘ Γͱ͠ ͨ༳ΕΛͨ͡ײͱ͖ ɺ

ܯใͷൃදΛͨͣʹͪʹ҆શͳॴʹආ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢ආʹ͋ͨͬͯ ɺํ࣏ࣗମ

͢ΔϋβʔυϚοϓͳͲ͕༗ޮͰ͕͢ɺൃੜ͢ΔఆΛ࡞͕ Δ͑߹͕͋Δ͜ͱྀ͠ߟɺط

ఆͷఆʹͱΒΘΕͣগ Ͱ͍͠ߴͱ͜Ζɺ͍ߴͱ͜Ζ͕ͳ͚Εগ Ͱ͠Ԋ͔؛Βԕ ͘ಀ͛ΔΑ͏ɺ

ળΛਚ͘͢࠷ ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

平成23年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・
津波対策に関する専門調査会」報告　参考図表集）より

避難したきっかけ
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○津波警報発表の考え方

ɹܯใɺආߦಈʹेͳ͕ؒ࣌ͱΕΔΑ͏ਝʹൃද͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻͦ͢ͷͨΊɺൃ

ੜޙͷݶΒΕͨσʔλʹΑΔنਪఆͦͷଞͷෆ֬ఆཁૉΛྀ͠ߟՊֶతʹ͋ΓಘΔ࠷େͷݥة

Λ Δ͑༰Ͱൃද͠·͕͢ɺͦͷ݁Ռͱ͠ ·ͷΑΓେ͖Ίͷ༧ଌͱͳΔ߹͕͋Γࡍ࣮ͯ ɻ͢େ͖

Ίͷ༧ଌͩͬͨܯใͷମݧʹͱΒΘΕॅຽͷආߦಈ͕ಷͬͨͱߟ Β͑ΕΔ͕ྫࣄաڈʹ͋Γ·

͕ͨ͠ɺͷདྷऻ࣌ʹɺΛ͔ͯݟΒආΛஅͨ͠ͷͰ໋ΛकΕ·ͤΜɻܯใ͕ൃද͞

Εͨ߹͕དྷऻ͢ΔՄੑ͕͍͜ߴͱɺʹ͔ͯ͑ݟΒͰආ͕ؒʹ߹Θͳ͍͜ͱΛे

ཧղͯ͠ ࣮֬ʹආߦಈΛऔΔ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

○津波は第２、第３波と襲ってくる

ɹ͞Βʹɺʮ͍ͬͨΜҾ͍ͨޙୈ̎ɺୈ̏ͱऻͬͯ͘Δʯɺʮୈ͕̍࠷େͱݶΒ
ͳ͍ʯɺʮୈ͕̍౸ୡ͔ͯ͠Β࠷େ͕͘Δ·Ͱʹؒ࣌Ҏ্͔͔Δ߹͋ΔʯͳͲɺܯใ͕ൃ
ද͞Ε͍ͯΔؒඞͣආߦಈΛܧଓ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ౦ํଠฏ༸ԭͰɺୈ̍ɺ
ୈ̎Ͱඃ͕ͳ͘ɺൃੜ͔Β̎ؒ࣌Ҏ্ͯͬܦऻͬͨୈ̏ʹΑͬͯେ͖ͳඃ͕ੜͨ͡
Ҭ͋Γ·ͨ͠ɻॳ؍ଌ͞Εͨͷ͕͞ߴখ͍͔͞Βͱ͍ͬͯ༉அͤͣɺܯใɾҙใ
ͷղআ·ͰؾΛ؇Ίͳ͍͜ͱ͕େͰ͢ɻ·ͨɺؾிͰॱ࣍ใΛߋ৽͍͖ͯ͠·͢ͷͰɺආ
ઌʹ͓͍ͯ࠷৽ͷใΛѲ͢Δ͜ͱॏཁͰ͢ɻ

ɹؾிɾʹΑΔ͚ʹࡂݮɺܯใؚΊͨɾʹؔ͢Δใप׆ಈʹͭ
͍ͯɺࠃͷؔػؔࡂɺํ࣏ࣗମɺڭҭؔؔػɺใಓؔػͱ࿈ͯ͜͠ܞΕ·ͰҎ্ʹ৫
తʹऔΓΜͰࢀΓ·͢ɻ

東日本大震災を経験して得られた教訓や後世に伝えたいことについて出された主な意見

平成 23年東日本大震災における避難行動等に関する面接調査（住民）分析結果（中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対
策に関する専門調査会」資料）より
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質問箱

　気象庁が津波情報で発表する津波の高さは、津波がなかったと仮定した時の潮位（平常潮位）と津波によ
り実際に上昇した潮位との差です。（図の①）
　津波が陸上に来襲した場合、後日に津波の現地調査が各機関で行われることがありますが、調査方法によ
り「津波の高さ」の定義が異なります。建造物等の痕跡と平常潮位との高さの差を痕跡高（こんせきこう、図の
②）、陸地に駆け上がり最も奥地まではい上がった地点と平常潮位との高さの差を遡上高（そじょうこう、図の
③）と言います。
　また、建物等の痕跡と地表面との高さの差を浸水深（しんすいしん、図の④）と言います。
　なお、津波の遡上する高さは湾の形などの地形や津波の周期などの要因により、海岸線における津波の高さ
の２～４倍になることがあります。

■津波の高さには、種類があるみたいなので教えてください

津波の痕跡高の調査
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特集１　命を守るための避難と防災情報

（２）平成２３年台風第１２号に見る避難行動と課題
ɹฏ �� ෩ୈ �� ߸ʹΑΓɺلҏౡ

ͷൣ͍ғͰ૯߱ਫྔ͕����ϛϦΛ Δ͑ͳ

ͲهతͳେӍͱͳΓ·͠ ͨɻಸྑ্ݝࢁ

ଜ্ࢁͰɺ�� ਫྔ͕������ϛϦ߱ؒ࣌

ͱͳΓ���� ͷ؍ଌ։࢝Ҏདྷͷ͜Ε·Ͱͷ

େ࠷ ���ϛϦΛେ͖͘ ্ճΓ·ͨ͠ɻ·ͨɺ

෩͕ԕ͔͟Γͭͭ͋ͬͨ �݄�ະ໌ʹ

ͷޙ���ϛϦલʹؒ࣌�ҏౡͷೆ౦෦Ͱل

ͳӍ͕߱Γ·ͨ͠ɻ͜ͷେӍʹΑΓلҏ

ౡೆ෦Λத৺ʹՏͷ൙ཞਂ่յ

ͷେنͳ࠭ൃ͕ࡂੜ͠ɺಸྑɺՎࢁɺ

ෆ໌ऀํߦɾऀࢮͰݝࡾॏͷࡾ �� ໊ɺॅՈ

ͷશյ ���� ౩ɺচ্ਁਫ ���� ౩ʢฏ

�� ��݄��ࡏݱফிࢿྉʣͳͲਙେ

ͳඃͱͳΓ·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺֳফிɺࠃަ௨

লͱ߹ಉͰ෩ୈ �� ߸ʹΑΔਓతඃͷ

େ͖͔ͬͨಸྑٴݝͼՎݝࢁͷ͍͔ͭ͘ͷ

ொଜʹରͯ͠ࢢ ɺආࠂקͷஅॅຽ

ͷใୡʹ͍ͭͯฉ͖औΓௐࠪΛ͍ߦ·

ͨ͠ɻௐ͔ࠪΒɺͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍େӍ

ʹର͢ΔࢢொଜͷࡂରԠॅຽͷආߦಈ

ͷ͠͞ɺؾͷൃදͨ͠ࡂใ͕ར

༻ऀͰ͋Δࢢொଜͷ୲ऀॅຽʹײػةΛ

ेʹ͖͑Ε͍ͯͳ͔ͬͨɺͱ͍͏՝͕

ු͔ͼ্͕ͬͯ ͖·͠ ͨɻ

○避難勧告等の判断・伝達はどのように行われたか

ɹࢢொଜͰ �݄�ʙ�ͷൺֱతૣ͍ஈ֊ͰɺܯใͷࡂใμϜͷ์ྲྀ࿈བྷΛड͚ͯɺ

͠·ͼ͔͚ݺΓฦ͠܁ແઢͰॅຽʹࣗओతͳආΛߦࡂ ͨɻ·ͨɺࡂใਫҐʹ͍ͯͮجఆ

ΊΒΕͨஅج४ʹΑΓආࠂקΛൃྩͨ͠Ҭ͋Γ·͠ ͨɻ

那智川（那智勝浦町）沿いの土石流の跡

台風第12号による紀伊半島の雨量分布

写真左上から右下に流れる那智川沿いに集落があります。山間から集落に向
かって白っぽい筋のように伸びているのが土石流の跡です。（写真提供：国土
地理院）

9月2日から4日までの解析雨量の分布図
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ɹ͔͠͠ɺ͕ࡂଟൃ࢝͠Ίͨ�༦ํҎ߱ݱࡂͷରԠʹ͞ࡴΕͯؾঢ়گؾใΛ

֬ೝ͢Δ༨༟͕ແ ͳͬͨ͘ͱͷ͜ͱͰͨ͠ɻதؒࢁҬͰ҆શͳආॴආܦ࿏ͷ֬อ͕͠ ɺ͘

ؒӍ͕ڧ·ͬ ͔ͯΒͷආ͔͑ͬ ொଜ͋ࢢૹͬͨݟͷൃྩΛࠂקͱ͍͏அ͔Βɺආݥةͯ

Γ·͠ ͨɻ

ɹ·ͨɺݝؾͰࢢொଜͷආࠂקͷஅΛࢧԉ͢ΔతͰɺܯใͷࡂใʹՃ͑ͯ

ӍྔࢦྲྀҬӍྔࢦΛ׆༻ͨ͠ϝογϡࣜܗͷใεωʔΫϥΠϯਤΛఏͯ͠ڙ ͍·͕͢ɺ͜

ΕΒͷใʹ͍ͭͯʮӍྔਫҐͷํ͕ঢ়گΛཧղ͍͢͠ʯɺʮ�LNϝογϡͷใͰආࠂקΛ

ൃྩ͢ΔҬΛߜΕͳ͍ʯͷҙ͕ݟฉ͔Εɺใͷҙຯ׆༻ํ๏ʹ͍ͭͯेʹීٴͰ͖͍ͯͳ͍

͜ͱ͕͔Γ·͠ ͨɻ

○住民はどのような避難行動をとったのか

ɹμϜͷۙ ͘୩Ԋ͍ʹॅΉॅຽɺμϜͷ์ྲྀྔʹΑͬ ͯͷਫҐ͕Ͳͷఔ্ঢ͢Δͷ͔Λݧܦత

ʹཧղͯ͠ ͓Γɺଟ ͷ͘ॅຽࢢொଜ͔Βͷ์ྲྀͷ࿈བྷආͷݺͼ͔͚ʹԠͯࣗ͡ओతʹආ͠·͠

ͨɻ͔͠͠ɺର؛ͷେنͳ่࠭ΕͰൃੜͨ͠େྔͷ࠭ͱਫʹΑΓॅ͕ԡ͠ྲྀ͞ΕΔͳͲɺ͜Ε

·Ͱ҆શͱࢥΘΕ͍ͯͨॴͰඃʹૺΘΕͨํ͍·͠ ͨɻ

ɹࢁԊ͍ͷूམͰɺࣗཪͷੴ͔֞Βͬͨਫ͕ྲྀΕ͍ͯΔͷΛͯݟආ͠ɺ่࠭Ε͔Β͘͏ة 

ΛಀΕͨํ͕͍·͠ ͨɻҰํͰɺ͢ͰʹهతͳେӍͱͳͬͯ ͍Δதɺ Β͞ʹؒʹؒ࣌ͷͳӍ

·Λेʹ֬อͰ͖ͳ͔ͬͨํ͍ؒ࣌ΘΕɺආʹඞཁͳݟʹ ɻ͢

9月1日から4日の那智勝浦町那智川沿いの土石流発生地域のスネークライン図。9月3日16時頃スネークラインがCL（土砂災害発生危険基
準線）を超え、4日2時から4時頃にかけてはCLを大幅に超過しています。土石流はこの時間帯に発生したと見られます。（那智勝浦町へのヒ
アリングより）※スネークライン及びCLについてはP13の質問箱を参照ください。

那智勝浦町室泉寺付近のスネークライン図
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特集１　命を守るための避難と防災情報

○防災情報で気象台の危機感は十分に伝わったか

ɹؾͰ͕ࡂଟൃ͢Δ�Ҏ্લ͔ΒେӍɾߑਫܯใ࠭ܯࡂռใΛൃද͠ɺ͜ΕΒΛิ

͢ΔؾݝใͰʮ૯߱ਫྔ͕����ϛϦΛ͍͑ͯΔʯʮ༧͞ΕΔ�� ਫྔଟ͍ͱ͜Ζ߱ؒ࣌

Ͱ Β͞ʹ���ϛϦʯʮ�� Ͱݱռ͕ඞཁʯͳͲͷදܯͷݶେ࠷৽ͨ͠ʯʮߋΛۃਫྔ͕͜Ε·Ͱͷ߱ؒ࣌

͠·ͼ͔͚ݺռΛܯΛ͑گʑͱมԽ͢Δঢ়ࠁ ͨɻ

ɹࢢொଜ͜ΕΒͷใΛड͚ͯײػةΛڧΊ͍ͯ·͠ ͨɻ͔͠͠ɺͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍େӍͷதʮӍྔ

ͷ࣮گ༧͚ͩͰޙࠓͲͷΑ͏ͳঢ়گʹͳΔͷ͔ΛΠϝʔδ͢Δ͜ͱ͔ͬͨ͠ʯɺʮޙࠓɺଟ͍ͱ͜

ΖͰ Β͞ʹ���ϛϦͱ͍͏Ӎྔ༧͕ඞͣࣗ͠Βͷொͷ͜ͱͱ͠ ͯड͚ࢭΊΒΕͳ͔ͬͨʯɺʮӍ͕খ߁ঢ়

ଶͱͳΓ෩͕ԕ͔͟Γͭͭ͋ͬͨͷͰɺ͜ͷ··Ӎ͕ऑ·ΔͷͰͱͨͬࢥʯͳͲͷฉ͔Ε·͠ ͨɻ

ࡂใͷ༰͑ํʹ՝͕͋ͬͨͱߟ Β͑Ε· ɻ͢

質問箱

大雨によって発生する土砂災害（土石流・が
け崩れなど）は、斜面の土壌中に含まれる水
分量が多いほど発生の可能性が高くなりま
す。土壌雨量指数は降った雨から土壌中の
水分量を推定することで、土砂災害の危険
度を示す指標です

■「土壌雨量指数とは？」
降った雨は地中に浸み込んだり地表面を伝っ
たりしながら河川に流出し、下流へと流れて
いきます。流域雨量指数は河川の流域に降っ
た雨の量や流域の形状などを考慮して、市町
村などの対象区域における洪水の危険度を
表したものです。

■「流域雨量指数とは？」

　気象庁では、土壌雨量指数に加え60分間積算雨量で土砂災害の発生の危険性を判断しています。刻
々と変化するこれらの状態を一定時間毎につないだ線をスネークラインといいます。前ページの図のよ
うに、時間とともに変化する線の動きが蛇に似ていることから、このように呼ばれています。スネークライ
ンが、あらかじめ設定した基準線（「土砂災害発生危険基準線：CL」といいます。CLは、Critical Lineの
略です。）を超えると、土砂災害の危険性が非常に高まっていることを示します。

■「スネークライン図とは？」

土壌雨量指数のイメージ 流域雨量指数のイメージ
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○経験したことのない大雨から身を守るために

ɹӍͷಛੑҬʹΑͬͯ େ͖͘ ҟͳΓ· ɻ͢Լͷਤ����ʙ���� ͷ �� ؒʹ͓͚ΔղੳӍྔ

ͷ �� େΛදͯ͠࠷ͷࢉੵؒ࣌ ͍· ɻ͢෩ͳͲʹΑΔେӍͷؒظΛ�� ͱԾఆ͢ΔͱɺԼͷؒ࣌

ਤͦΕͧΕͷҬʹ͓͍ͯաڈ �� ؒʹͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍߱ਫྔͷ҆Λ͍ࣔͯ͠Δͱ͑ݴ· ɻ͢

��ҏౡೆ෦Ͱل ʹؒ࣌ ���ϛϦલޙͷ߱ਫྔݧܦͷൣғͱͳΓ·͕͢ɺ෩ୈ �� ߸Ͱଟ͍

ͱ͜ΖͰ ����ϛϦͰͨ͠ͷͰɺӍͷଟ͍لҏౡͷํʑʹͱͬ ͯ·͞ʹͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍Ӎͩͬͨ

͜ͱ͕Θ͔Γ· ɻ͢

ɹʮఆ֎ͩͬͨʯʮ͜Ε·Ͱͨ͜͠ݧܦͱ͕ແ͔ͬͨʯʮ·͞ ͔͜ΜͳࣄʹͳΔͱࢥΘͳ͔ͬͨʯͱ͍͏

༿ɺ͜Ε·Ͱଟݴ ͷ͘ඃࡂͰࣖʹͯ͠ ͍·͕͢ɺࠓճͷฉ͖औΓௐࠪͰಉ༷ʹฉ͔Ε·͠ ͨɻ

ɹؾ͔ࡂΒ໋ΛकΔʹࣄલͷආߦಈ͕ԿΑΓେͰ ɻ͢ݧܦఆͷΈʹཔΒͳ͍ආߦಈ

ʹ݁ͼ͚ͭΔͨΊʹɺͬ͜ىࠓ ͍ͯΔɺ·͔ͨࠓΒ͜ىΖ͏ ͱ͠ ͍ͯΔݱ͕ɺҬʹͱͬ ͯԿʹك

Ͱݥةͳঢ়گʹ͋Δͷ͔ɺؾՏɺ࠭ࡂʹؔΘΔઐՈ๊͕͍ͨײػةΛɺࢢொଜॅຽͱ

ͷؒͰ͜Ε·ͰҎ্ʹڞ༗͢Δ͜ͱ͕ॏཁͰ ɻ͢

ɹؾிͰɺΑΓ͔Γ͍͢ࡂใͷఏڙͱɺؾݱࡂใʹؔ͢Δීٴɾൃܒʹ͍ͭͯ

ͯ͠ܞͱ࿈ؔػؔ औΓΜͰ͍͖· ɻ͢

雨の多い紀伊半島南部、四国の太平洋側、九州南部などでは 48時間積算の最大は 800 ミリ前後ですが、
雨の少ない北海道など 200 ミリ前後で最大となっています。このように過去に経験した大雨の状況は
地域によって大きく異なります。

1991年～2010年における解析雨量の48時間積算の最大値分布
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特集１　命を守るための避難と防災情報

（３）平成 23年 7月新潟・福島豪雨に見る避難の呼びかけ
ɹฏ ��  �݄��͔Β��ʹ͔͚ͯ৽ׁٴݝͼౡݝձͰهతͳେӍͱͳΓɺ৽ׁݝͱౡ

ࢮͰݝ ɾऀํߦෆ໌ऀ �ਓɺॅՈͷচ্ਁਫ���� ౩ɺ่֑Ε ��͔ॴͳͲͷඃൃ͕ੜ͠·͠ ʢͨฏ

 �� ��݄��ࡏݱফிࢿྉʣɻؾிͰ͜ͷେӍΛʮฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʯͱ໋໊

͠·͠ ʢͨେӍͷৄࡉτϐοΫεࢀরʣɻ

ɹ৽ׁݝͰ�� ொ͕ɺͷࢢ �� ສਓʹରͯ͠ ආࠂקΛൃྩ ʢ͠৽ׁݝʮୈ̒ճ߽Ӎࡂରࡦຊ෦

ձٞࢿྉʯʹΑΔʣɺౡݝͰ ொ͕ɺͷࢢ� �ઍਓʹରͯ͠ ආࠂקΛൃ ʢྩফிʮฏ �� 

�݄৽ׁɾౡ߽Ӎʢୈ �� ใʣʯʹΑΔʣ͠·͠ ͨɻ

ɹؾிͰɺආࠂקΛൃྩͨ͠৽ׁٴݝͼౡݝͷࢢொʹରͯ͠ ආࠂקͷஅॅຽ

ͷใୡʹ͍ͭͯͷฉ͖औΓௐࠪΛ͍ߦ·͠ ͨɻ

ɹ৽ׁݝͰɺฉ͖औΓௐࠪΛ͍ͣͨͬߦΕͷࢢɺ࠭ܯࡂռใ͕ൃද͞Εͨ߹Տͷ

ਫҐ͕Ұఆͷ͞ߴ·Ͱ্ঢͨ͠߹ͳͲɺආࠂקͷ۩ମతͳஅج४ΛఆΊ͍ͯ·͠ ͨɻॅຽʹର

ͯ͠ ͦͷஅج४Λࣔ͢ͱͱʹɺૣΊͷආͱ߹ʹΑͬ ͯݐͷ� ֊Ҏ্ͷආ͕҆શͰ͋

Δ͜ͱΛपͯ͠ ͍·͠ ͨɻࠓճͷ߽Ӎʹͯ͠ࡍ ɺ͜ΕΒͷج४ʹԠͯ͡ɺૣΊʹආࠂקΛൃྩ͠

͍ͯ·͠ ͨɻආࠂקͷใɺߦࡂແઢʹΑΔ์ૹͷ΄͔ɺใंɺαΠϨϯɺொձͷ

ిɺফஂɾࣗओࡂ৫ʹΑΔݺͼ͔͚ɺॅຽͷϝʔϧɺ/55υίϞͷΤϦΞϝʔϧɺࢢͷϗ

ʔϜϖʔδɺࠂٸۓΤϑΤϜϥδΦɺέʔϒϧςϨϏɺ֤ใಓؔػͷपͳͲɺෳͷखஈʹΑΓॅ

ຽʹୡ͞Ε·͠ ͨɻͦͷࡍɺࣗͷ� ֊ͷආݺͼ͔͚ΒΕ͍ͯ·͠ ͨɻ

ɹ৽ׁ͕͜ݝͷ߽ӍࡂͷূݕͷͨΊʹฏ �� ळʹ࣮ॅͨ͠ࢪຽΞϯέʔτௐ ʮ߽ࠪӍ࣌ࡂͷආ

ߦಈʹؔ͢Δݝຽҙࣝɾ࣮ଶௐࠪใࠂॻʯʹΑΕɺฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽Ӎʹͯ͠ࡍ ආ͠

ͨॅຽͷ �ׂ͕ɺࣗͷͦͷݐͨډ࣌ͷ̎֊Ҏ্ʹආͨ͠ͱͷ͜ͱͰ ɻ͢

地域と連携した防災力向上の取り組み

平成 22 年 10 月に豪雨災害に見舞われた鹿児島県奄美市
では、市や学校、名瀬測候所などが連携して地域の防災
力向上を目指した取り組みを進めています。
奄美市立崎原小中学校では、平成 23 年 12 月 2日に大雨
災害を想定したDIG（災害図上訓練）を実施し、児童・
生徒や地域の方々が大雨時の災害や避難行動について一
緒に考えました。
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ɹ·ͨฉ͖औΓௐࠪΛͨͬߦౡݝͷ͋Δொɺආࠂקͷ۩ମతͳஅج४ఆΊ͍ͯ·ͤΜ͕ɺ

ͯ͠ࡍʹճͷ߽Ӎࠓ ொ৬һɺ۠ɺফஂͳͲ͕ՏਫҐͷݱ֬ೝΛ͍ߦɺ͜ΕΒͷใΛͱʹ

ආࠂקΛൃྩͯ͠ ͍·͠ ͨɻொ͔ΒͷආࠂקͷใߦࡂແઢͰ์ૹ͞Εͨ΄͔۠

ফஂ͕ށผʹආ༠ಋΛ͍ߦɺ͜ΕΒͷ݁Ռ΄ͱΜͲͷॅຽ͕ආ͠·͠ ͨɻ·ͨผͷொͰɺ

͠ආࠂקͷൃྩ͕ͳͯ͘ॅຽ͕ૣظʹࣗओతʹආ͢Δ͜ͱ͕େͩͱ͠ ͓ͯΓɺࠓճͷ߽ӍͰ

��ੈଳ͕ࣗओతʹආ͠·͠ ͨɻ

自治体による避難行動の説明例

出典：長岡市防災情報提供システム

新潟県三条市における住民に対する大雨時の避難行動の説明
出典：三条市「豪雨災害対応ガイドブック」
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特集１　命を守るための避難と防災情報

多様な手段による避難情報の住民への伝達の例

住民への避難情報の例（長岡市）

出典：新潟県長岡市「大雨による災害に備えて」
新潟県長岡市では、河川の水位や新潟地方気象台と新潟県が共同で発表する土砂災害警戒情報を避難勧告等の判断基準にしており、避難
勧告等を発令した場合は、緊急告知ＦＭラジオ、町内会長、報道機関、市からのメール、市のホームページ、広報車等の多様なルートや
手段で住民に伝達しています。

出典：長岡市防災情報提供システム

� ݄̎̔ޕલ࣌̕ɹආ४උใ

Ԭࢢʹ࠭ܯࡂռใ͕ൃද͞Εͨ͜ͱʹ͍ɺޕલ̌̌̕ɺආ४උใΛൃද͠·
ͨ͠ɻରͱͳΔொձҎԼͷͱ͓ΓͰ͢ɻ

ʙҎԼɺུʙ

Ԭػةࢢཧࡂຊ෦

݄̓̏̌̑̌̑࣌ɹආྩൃࠂק
ͳঢ়ଶʹͳΓͭͭ͋Γ·͢ɻݥةɺ٢ɺՏͷ૿ਫͷͨΊࡏݱ

ʯΛൃྩ͠·ͨ͠ɻམͪணࠂקʹ٢͔Β֓Ͷ̼̏̌̌ҎͷҬʹʮආ̌̑࣌લ̑ޕ
ɻ͍ͩͯ࢝͘͞͠ఆ͞ΕͨආॴʹආΛ։ࢦ͍ͯ
ʢུʣ
ۙ͝ॴʹආ͕ࠔͳਓ͕͓ΒΕ·ͨ͠Βɺආͷखॿ͚Λ͓͍͠ئ·͢ɻ
ආॴආ͢ΔΑΓɺࣗͷ̎֊ͷආɺ͓ۙ͘ͷϏϧͳͲආ͢Δํ͕҆શͳ
߹͋Γ·͢ͷͰɺ͝ݕ౼͍ͩ͘͞ɻ

Ԭػةࢢཧࡂຊ෦
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　津波や風水害などの災害による人的被害に遭わないためには「早めの避難」が重要です。ここでいう「避難」
とは「人的被害を避けるために他の場所へ移動すること」を指しますが、一口に「避難」といっても、災害の種類
や切迫性など、置かれた状況によってとるべき行動は異なります。
　国の中央防災会議の「災害時の避難に関する専門調査会」では、災害時の避難などの安全確保行動について、
いくつかのパターンに分けて検討が行われました。

　今は雨が降っていなくても今後大雨による被害が予測される場合には、できるだけ危険から遠ざかるよう、
被害が及ばない避難所や知人宅に事前に避難するのが安全です。特に、大雨が降り続くと雨量基準の超過や土
砂崩れの発生等により道路が通行止めになり、安全な避難所に避難できない状況に陥る可能性があることに
留意する必要があります。
　一方、大雨が降っており道路に水が流れている場合などは、避難所まで徒歩で避難することは大きな危険を
伴います。自宅の浸水が切迫した状況にある場合、雨の中を無理に避難所まで避難するよりも、近隣の頑丈な
建物の2階以上（それも難しい場合は自宅の2階以上）に避難する方が相対的に安全である場合があります。
また、急斜面に隣接した住宅にいて土砂災害の危険がある場合は、次善の策として、同様に近隣の頑丈な建物
の2階以上（それも難しい場合は、自宅の2階以上や斜面から離れた部屋）に避難することで、被災のリスク
を減らすことができます。
　地震の発生等により津波の襲来が予測される場合は、海から離れたできるだけ標高の高い地点まで避難す
る必要がありますが、平地にいて津波の到達まで時間的猶予が無い場合は、周辺のできるだけ高い建物に逃げ
込み少しでも被災のリスクを減らすことを考える必要があります。
　また、地震により建物が被災し損壊を受けた場合、その後の余震で倒壊する可能性があり、その建物にその
まま留まることは危険です。安全のため、頑丈な建物に避難するようにしてください。

　このように、災害の切迫性などの状況によって、命を守るために取るべき避難行動が異なることから、身の
回りに起こっている状況に留意し、その時点で最も安全な行動は何かを考える必要があります。
　特に、災害発生まで時間的な余裕がある場合には、命を守る最善の方法は、切迫した状況になる前に少しで
も早く、より安全な場所に避難することです。気象庁が発表する警報・注意報などの防災情報や、災害の前兆
現象に注意し、少しでも被災のリスクを減らすために早めの避難を心掛けましょう。

　災害の発生が予測される場合にとるべき安全確保行動は、以下のような分類ができます。このうち、待避、垂
直移動、水平移動（一時的）は命を守るための緊急的な避難行動（Evacuation）であり、水平移動（長期的）は一
定期間仮の生活をおくる避難行動（Sheltering）として整理されています。
　ただし、「待避」、「垂直移動」については、緊急時・切迫時に行われる次善の策である場合が多いことに留意
が必要です。

　災害の種類や規模、それぞれの人が置かれた状況などは、以下のように分類することができます。それぞれ
の状況に合った安全確保行動をとることが重要です。

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

道路が冠水している場合に徒歩で避難

することは、ふたが外れたマンホールや側

溝に気付かないなど、かえって危険を伴う

（新潟県見附市提供）

コラム

■安全確保行動 ■状況に応じた安全確保行動を

■災害の種類・規模、災害発生時の状況はさまざま

■安全確保行動の分類

平成23年7月新潟・福島豪雨時の状況

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

災害の分類
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特集１　命を守るための避難と防災情報

　津波や風水害などの災害による人的被害に遭わないためには「早めの避難」が重要です。ここでいう「避難」
とは「人的被害を避けるために他の場所へ移動すること」を指しますが、一口に「避難」といっても、災害の種類
や切迫性など、置かれた状況によってとるべき行動は異なります。
　国の中央防災会議の「災害時の避難に関する専門調査会」では、災害時の避難などの安全確保行動について、
いくつかのパターンに分けて検討が行われました。

　今は雨が降っていなくても今後大雨による被害が予測される場合には、できるだけ危険から遠ざかるよう、
被害が及ばない避難所や知人宅に事前に避難するのが安全です。特に、大雨が降り続くと雨量基準の超過や土
砂崩れの発生等により道路が通行止めになり、安全な避難所に避難できない状況に陥る可能性があることに
留意する必要があります。
　一方、大雨が降っており道路に水が流れている場合などは、避難所まで徒歩で避難することは大きな危険を
伴います。自宅の浸水が切迫した状況にある場合、雨の中を無理に避難所まで避難するよりも、近隣の頑丈な
建物の2階以上（それも難しい場合は自宅の2階以上）に避難する方が相対的に安全である場合があります。
また、急斜面に隣接した住宅にいて土砂災害の危険がある場合は、次善の策として、同様に近隣の頑丈な建物
の2階以上（それも難しい場合は、自宅の2階以上や斜面から離れた部屋）に避難することで、被災のリスク
を減らすことができます。
　地震の発生等により津波の襲来が予測される場合は、海から離れたできるだけ標高の高い地点まで避難す
る必要がありますが、平地にいて津波の到達まで時間的猶予が無い場合は、周辺のできるだけ高い建物に逃げ
込み少しでも被災のリスクを減らすことを考える必要があります。
　また、地震により建物が被災し損壊を受けた場合、その後の余震で倒壊する可能性があり、その建物にその
まま留まることは危険です。安全のため、頑丈な建物に避難するようにしてください。

　このように、災害の切迫性などの状況によって、命を守るために取るべき避難行動が異なることから、身の
回りに起こっている状況に留意し、その時点で最も安全な行動は何かを考える必要があります。
　特に、災害発生まで時間的な余裕がある場合には、命を守る最善の方法は、切迫した状況になる前に少しで
も早く、より安全な場所に避難することです。気象庁が発表する警報・注意報などの防災情報や、災害の前兆
現象に注意し、少しでも被災のリスクを減らすために早めの避難を心掛けましょう。

　災害の発生が予測される場合にとるべき安全確保行動は、以下のような分類ができます。このうち、待避、垂
直移動、水平移動（一時的）は命を守るための緊急的な避難行動（Evacuation）であり、水平移動（長期的）は一
定期間仮の生活をおくる避難行動（Sheltering）として整理されています。
　ただし、「待避」、「垂直移動」については、緊急時・切迫時に行われる次善の策である場合が多いことに留意
が必要です。

　災害の種類や規模、それぞれの人が置かれた状況などは、以下のように分類することができます。それぞれ
の状況に合った安全確保行動をとることが重要です。

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

（中央防災会議「災害時の避難に関する専門調査会」資料を参考に気象庁作成）

道路が冠水している場合に徒歩で避難

することは、ふたが外れたマンホールや側

溝に気付かないなど、かえって危険を伴う

（新潟県見附市提供）

コラム

■安全確保行動 ■状況に応じた安全確保行動を

■災害の種類・規模、災害発生時の状況はさまざま

■安全確保行動の分類

平成23年7月新潟・福島豪雨時の状況

災害の分類
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コラム  

■災害の種類に応じた避難行動 地震と風水害の「防災・減災対応」の時間的相場観の違い

　地震は、突然激しい揺れに襲われ、この瞬間に多
くの被害が一度に発生します。一方、大雨による水
害や土砂災害は徐々に状況が悪化しますので、河
川の氾濫や土砂災害が発生するまでは、基本的に、
人的被害は発生しません。
　このように、地震、津波、火山、大雨、高潮等による
災害から命を守るためには、これらの災害をもたら
す現象の時間的な特徴に応じた避難行動をとるこ
とが大切です。

■地震から命を守る
　地震の揺れから身を守るためには、家屋の耐震化や家具の固定などの事前の備えが何より重要です。
そして、地震の揺れを感じたら、頭を保護し丈夫な机の下に避難する、ブロック塀の倒壊や建物からの落
下物に注意するなど、身の安全を確保するための最善を尽くします。緊急地震速報を見聞きしたときも同
じです。

■津波から命を守る
　津波から命を守るためには迅速な避難が大切です。沿岸部で地震の強い揺れを感じたり、長い時間
ゆっくりとした揺れを感じたときは、津波警報などの発表を待たず、すぐに高台などのより高いところに
避難します。また、地震の揺れを感じていなくても津波警報が発表されたら、ただちに安全な場所に避
難します。（詳しくは次のページの質問箱を参照）

■火山噴火から命を守る
　火山噴火から身を守るためには、噴火発生から短時間で襲来し生命に対する危険度が高い「大きな
噴石」、「火砕流」、「融雪型火山泥流」といった火山現象に遭わないようにすることが重要です。これら
の現象に対する「警戒が必要な範囲」を示した噴火警報や噴火警戒レベルが発表された場合は、これら
の情報を活用して、安全なエリアまで直ちに避難します。また、噴火発生時の風下側ではこぶし大の噴
石が遠方まで風に流されて落下してくる可能性があるため、風下側で噴火に気付いたら建物や頑丈な
屋根の下に退避します。

■大雨による災害から命を守る
　地震と違い、大雨による水害や土砂災害の危険度は徐々に高まってきます。河川の水位は目で見る
ことができますが、上流での大雨による増水は実感しづらく、猛烈な雨によって一気に増水する場合も
あります。土砂災害はその危険度の高まりを災害発生前に目で確認することが難しいです。また、激し
い雨の中や夜間では避難所へ移動することがより困難になります。このため、大雨警報、洪水警報、土
砂災害警戒情報、指定河川洪水予報などを活用し、水害や土砂災害が発生する前に避難すること、川や
崖などの危険な場所に近付かないことが大切です。状況によっては次善の策として安全な建物に留ま
ることや屋内の2階以上に移動することも有効です。

■高潮による災害から命を守る
　台風や発達した低気圧の接近、上陸に伴って短時間のうちに急激に潮位が上昇し、海水が海岸堤防
等を超えると一気に浸水します。高波が加わるとさらに浸水の危険が増します。台風が接近すると、暴
風、激しい雨、波しぶきなどで避難所へ移動することが困難になりますので、台風情報や高潮警報など
を確認し、安全に行動できるうちに避難することが大切です。

出典：「地域防災と街づくり」　山口大学大学院　准教授 瀧本浩一　
住民等がとるべき防災・減災対応は災害の種類によって時間的な概念
（横方向の緑矢印）が異なります。

↓ここで被害の多く一度に発生
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特集１　命を守るための避難と防災情報

質問箱

　津波は、主に地震により発生し、海底の岩盤がずれることにより周辺の海水全体が急激に持ち上がっ
たり下がったりし、大きな波となって周囲に伝わっていく現象です。津波は波長（波の山から山、または
谷から谷の長さ）が数十キロメートルから数百キロメートルという巨大な水の塊として押し寄せてきま
す。津波が沿岸に押し寄せると、波と言うよりも激しい流れとなって、岸から遠く離れた内陸まで一気
に浸水し陸上の建物などを破壊します。その進む速さは例えればオリンピックの陸上短距離選手並みで
す。津波を見てから走って逃げたのでは間に合いません。いったん津波に呑み込まれてしまうと、その
水流で身動きがとれず、海中に引きずり込まれたり、破壊された家屋などの漂流物にぶつかったりして
命を落としてしまいます。

■津波から身を守るにはどうすればよいの？

津波から身を守るには 

津波警報の発表や避難の放送等があったら、直ちに高台や避難ビルなど安全 
な場所に避難して下さい。 

津波警報を発表するよりも早く津波が到達する場合や、停電等により警報が 
伝わらない場合も考えられます。沿岸部で強い揺れを感じたり、長い時間 
ゆっくりとした揺れを感じたら、自ら避難し避難先で情報を入手して下さい。 

揺れを感じなくても、はるか遠い場所で発生した津波が日本に到達する場合 
もあります。津波警報が発表されたら避難して下さい。 

津波は川を 上し浸水する場合がありますので、川沿いの避難は大変危険です。 

津波注意報が発表されたときは、居住区では避難の必要がありませんが、海に 
入っての作業や、海水浴、磯釣り等は危険です。直ちに港、海岸、河口から離れ
て下さい。 

津波は繰り返し襲い、最初に到達してから数時間後に最大 
波が襲ってくる場合があ ので、ラジオ、広報車などに 
より正しい情報を入手して、警報が解除されるまで避難を 
続けて下さい。 

いざというときに落ち着いて迅速に避難できるように、 
高台や避難ビルなどの避難場所の位置と安全な避難経路 
について、予め確認しておいて下さい。避難経路につい 
ては、地震の揺れによる家屋の倒壊等で通れないことが 
ありますので、複数の避難経路を確認しておいて下さい。 

すりま
迅速な避難が 
命を守ります。 
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緊急地震速報の仕組み

緊急地震速報の活用イメージ

地震発生後、震源に近い地震計で地震波を観測。観測データを受信した気象庁で震源や地震の
規模の推定を行い、基準を満たせば緊急地震速報を発表します。

緊急地震速報を見聞きしたときは、「まずは身を守る行動を」。家庭では、丈夫なテーブルの下
に隠れるなどの行動を取ります。
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津波警報・注意報の種類

参考：変更後（予定）の「津波警報・注意報の分類と津波の高さ予想の区分等」

特集１　命を守るための避難と防災情報
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ɹͳ͓ɺݯʹ͍ۙॴͰɺٸۓใ͕͍ڧ༳Εͷ౸ୡʹؒʹ߹Θͳ͍͜ͱ͕͋Γ·͢ͷͰɺۓ

ಈΛऔͬͯߦɺΛकΔ࣌ͨ͡ײใ͕ൃද͞Ε͍ͯͳͯ͘ɺ༳ΕΛٸ Լ͍͞ɻ·ͨɺʹ

ΑΔ༳Εͷ͔ͨͬڧҬͰɺՈͷյͳͲͷߴ͕ੑݥة·ͬͯ ͍Δ͓ͦΕ͕͋Γ· ɻ͢ආͷஅ

͕ඞཁͱͳΔ߹͋Γ·͢ͷͰɺ༳Ε͕ऩ·ͬ ͯ͠ʹߟࢀɺͷใͳͲޙͨ Լ͍͞ɻ

（２）津波
ɹؾிɺʹΑΔࡂͷൃੜ͕༧͞ΕΔ߹ʹɺ͕ൃੜͯ͠ ͔Β̏Λඪͱ͠ ͯɺશ

ࠃ �� ۠Ҭʹ͚ΒΕͨ༧ใ۠ʹରͯ͠ ܯใɾҙใΛൃද͠· ɻ͢

ɹܯใҬʹର͢Δܯռͷݺͼ͔͚Ͱ ɻ͢ܯใ͕ൃද͞Εͨ߹ɺͪʹߴආϏϧ

ͳͲͷ҆શͳॴʹආͯ͠ ͍ͩ͘͞ɻ·ͨɺԊۙ͘؛Ͱେ͖ͳ͕ൃੜͨ͠߹ɺܯใ͕ؒʹ

͋Θͳ͍߹͕͋Γ·͢ͷͰɺւ؛ۙͰ͍ڧ༳ΕΛͨ͡ײͱ͖ ɺऑ͍༳ΕͰ͋ͬͯ ͍ؒ࣌Ώͬ͘

Γͱ͠ ͨ༳ΕΛ࣌ͨ͡ײɺࣗΒஅͯ͠ ͪʹ҆શͳॴආͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹҙใւͷதւ؛ۙʹ͍Δਓୡͷҙͷݺͼ͔͚Ͱ ɻ͢ҙใ͕ൃද͞Εͨ߹ɺ

ҬͰආͷඞཁ͋Γ·ͤΜ͕ɺւ͔Β͕͋Γւ͔؛ΒΕͯ͘ ͩ͞ ͍ɻ

※気象庁では現在、津波警報改善に向けた取り組みを行っており、津波警報・注意報で発表される津波の高さの値等を変更する予定です。（特集２参照）

津波警報・注意報を発表した場合、津波の到達予想時刻や予想される津波の高さなどを津波情報でお知らせします。
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ɹൃੜޙɺ৽ͨͳσʔλ͕ೖΔʹ͕ͨͬͯ͠ ɺٸۓใɺܯใɾҙใɺใɺ

ใΛॱ࣍ҎԼͷΑ͏ʹൃදͯ͠ ͍· ɻ͢

ɹւ֎Ͱ͕ൃੜͨ͠߹ɺຊͰ༳ΕΛ

ΛͨΒͳͯ͘ɺ͕ൃੜ͠ຊʹඃ͡ײ

͢߹͋Γ· ɻ͢͜ͷ߹ܯใɾҙใ

Λൃද͠·͢ͷͰɺඞͣ҆શͳॴආͯ͠ ͘

ͩ͞ ͍ɻ

ɹ܁Γฦ͠ऻ͍ɺ࠷ॳʹ౸ୡͯ͠ ͔Β࣌

େ͕ऻͬͯ࠷ʹޙؒ Δ͘߹͕͋ΔͷͰɺ

ใ͕ղআ͞ΕΔ·ͰආΛଓ͚ͯ͘ܯ ͩ͞ ͍ɻ

ɹͳ͓ɺܯใɺ࠷৽ͷੳ݁Ռ৽ͨͳ

͕͋߹৽͞ΕΔߋଌσʔλͷೖखʹΑΓɺ؍

Γ·͢ͷͰɺආઌͳͲ҆શΛ֬อͨ͠͏͑ Ͱϥ

δΦͳͲʹΑΓ࠷৽ͷใΛೖखͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

地震発生後、22 時間以上をかけて津波は太平洋を伝わり、日本の沿岸
に到達しました。根室市花咲では津波の第１波を観測して、約４時間
30分後に最大波を観測しました。

平成22年（2010年）2月27日15時34分（日本時間）の
チリ中部沿岸の地震による津波の観測例（根室市花咲）

津波情報の種類

気象庁が発表する地震・津波に関する情報の流れ
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防災対策上重要度の高い火山現象

大きな噴石（左）、火砕流（中）、融雪型火山泥流（右、上富良野町提供）

特集１　命を守るための避難と防災情報

（３）火山噴火
ɹՐࢁՐʹͬͯ ࡂର্ࡦॏཁͳ༷ʑͳՐݱࢁ͕ൃੜ͠· ɻ͢

・大きな噴石　രൃతͳՐʹΑΓਧ͖ඈ͞Εͨؠੴ͕མͪͯ͘ ΔݱͰ ɻ֓͢Ͷ ��ηϯνϝʔτ
ϧҎ্ͷେ͖ͳੴ෩ͷӨڹΛ΄ͱΜͲड͚ͣʹՐ͔ޱΒํ࢛ʹඈ͠ࢄɺेඵఔͷؒ࣌Ͱམ

Լ͠ɺݐͷࠜΛଧͪഁΔ΄ͲͷഁյྗΛͯͬ࣋ ͍· ɻ͢

・火砕流　ߴԹͷՐࡅʢՐࢁփɺܰੴʣͱߴԹͷΨε͕Ұମͱͳͬͯ εϐʔυͰࢁෲΛ͚ۦԼΔ
Ͱݱ ɻ͢Թ͕ඦɺ࠷େ࣌ ���ΩϩϝʔτϧҎ্ʹୡ͠ɺͦͷ௨աҬͰমࣦɾഁյͳͲ

յ໓తͳඃ͕ੜ͡· ɻ͢ՐྲྀࡅͷઌपลՐࢁփΛؚΉߴԹɾߴͷྲྀؾͱͳͬͯ ͍ͯɺ͜ͷ

෦ΛՐࡅαʔδͱ͍͍ɺՐྲྀࡅຊମΑΓൣғ͔ͭεϐʔυͰ͕Γ· ɻ͢

・融雪型火山泥流　Ր࣌ʹൃੜͨ͠Րྲྀࡅ͕ੵઇΛ༹͔͠ɺେྔͷਫͱ͕࠭Ұମͱͳͬͯ ߴ
ͰྲྀΕԼΔݱͰ ɻ͢ੵઇͷঢ়گʹΑͬ ͯԊ͍Λத৺ʹՐྲྀࡅͳͲΑΓΔ͔ʹԕ ·͘ͰҰؾʹ

ྲྀԼ͠ɺେنͳࡂΛҾ͖͜͠ى ͍͢ݱͰ ɻ࣌͢ ��ΩϩϝʔτϧΛ Δ͑͜ͱ͋Γɺഁյྗ

͕େ͖͘ ௨աҬͰյ໓తͳඃ͕ੜ͡· ɻ͢

ɹ͜ΕΒ̏ ͭͷՐݱࢁɺՐൃੜ͔Βؒ࣌Ͱऻདྷͯ͠ ੜ໋ʹݥةΛٴ΅͢͜ͱ͕ಛͰɺݱͷ

ൃੜΛ֬ೝͯ͠ ͔ΒආΛ։࢝͢ΔͷͰؒʹ߹Θͳ͍ͨΊɺࣄલʹ҆શͳͱ͜Ζ·Ͱආͯ͠ ͓͘͜ ͱ

͕ඞཁͰ ɻ͢

ɹ͜ͷͨΊɺؾிɺՐ׆ࢁಈͷࢹɾධՁͷ݁Ռʹ͖ͮجɺ͜ΕΒͷՐݱࢁʹର͢Δܯռ͕ඞ

ཁͳൣғʢੜ໋ʹٴ͕ݥةͿɺҎԼʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯʣΛ໌ࣔͯ͠ ආΛଅͨ͢ΊͷՐܯใΛൃ

දͯ͠ ͍· ɻ͢Րܯใʮܯռ͕ඞཁͳൣғʯʹॅډҬؚ͕·ΕΔ߹ʮՐܯใʢॅډҬʣʯɺ

ؚ·Εͳ͍߹ʮՐܯใʢՐޱपลʣʯʢུশՐޱपลܯใʣͱ͍͏໊শͰൃද͞Ε· ɻ͢

ɹ Β͞ʹɺՐࢁͷݩͷಓݝɾࢢொଜɾؾɾ࠭෦ہɾՐࢁઐՈ͔Βߏ͞ΕΔʮՐࢁ

ਐΊΒΕ͍ͯͯɺආͷλΠϛϯάͱආ͕౼ݕಉڞ͍ͯͭʹॅຽͷආऀࢁొ͍͓ͯʹձʯٞڠࡂ

ରҬͷݕ౼݁Ռ͕ࢢொଜͷҬܭࡂըʹө͞Εͨ��Րࢁʢฏ ��  ʣͰɺඞཁࡏݱ݄�

ͳߦࡂಈΛ̑ஈ֊ʢฏৗɺՐޱपล੍نɺೖ੍نࢁɺආ४උɺආʣͰࣔ͠ ʮͨՐܯռϨϕϧʯ

͕ఏ͞ڙΕ͍ͯ· ɻ͢

ɹͳ͓ɺՐൃੜ࣌ͷ෩ԼଆͰɺ͜Ϳ͠େͷੴ͕��ΩϩϝʔτϧҎ্ԕํ·Ͱ�� ఔͰ෩ʹྲྀ

͞Εͯ߱Լͯ͠ Δ͘߹͕͋ΔͨΊɺʹୀආ͢ΔͳͲҙ͕ඞཁͰ ɻ͢
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（４）大雨による土砂災害、浸水害、洪水
ɹେӍʹΑͬ ͯͨΒ͞ ΕΔओͳࡂʹɺ࠭ࡂɺਁਫɺߑਫ͕͋Γ· ɻ͢

ɹ࠭ࡂ༧ଌͷ͍͠ࡂͰ͕͢ɺൃ ੜ͍͢͠Ҭ͋Δఔಛఆ͢Δ͜ͱ͕ग़དྷ· ɻ͢·ͣɺ

ॅΜͰ͍Δॴ͕࠭ݥةࡂՕॴ͔Ͳ͏ ͔Λ֬ೝͯ͠ ͓͖· ɻͦ͢͠ ͯɺେӍ࣌ͷ࠭ࡂʹର͢Δආ

ͷஅʹʮେӍܯใʢ࠭ࡂʣʯͱʮ࠭ܯࡂռใʯΛ׆༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻʢ࣍ϖʔδදࢀরʣ

ɹؒ࣌ʹେӍ͕߱ΔͱଆߔԼਫಓ͚ͩͰӍਫΛྲྀ͖͠Εͳ ͳ͘Γ໘ʹਫ͕ཷ·Γ· ɻ͢Լۭ

͕ؒਫ͢Δɺಓ࿏͕ףਫ͠ंཱ͕ͪԟੜ͢ΔͳͲͷࣄଶʹͳΓ͔Ͷ·ͤΜɻ͜ͷΑ͏ͳਁਫʹର

͢Δආͷஅʹɺڧؒ࣌Ӎ͕༧͞ΕΔ߹ʹൃද͢ΔʮେӍܯใʢਁਫʣʯΛ׆༻ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹߑਫɺେӍʹΑΓՏ͕൙ཞͯ͠ ى Δ͜ࡂͰ ɻ͢ߑਫʹର͢ΔආͷஅʹɺෆಛఆͷՏ

ͷ૿ਫʹΑΔࡂʹରͯ͠ ൃද͢ΔʮߑਫܯใʯͱಛఆͷՏΛରͱ͠ ʮͨࢦఆՏߑਫ༧ใʯΛ

ͯ͠༺׆ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹͳ͓ɺʹҰఔ͔͠ൃੜ͠ͳ͍Α͏ͳهతͳ̍ هଌຢղੳͨ͠߹ʹʮ؍ӍྔΛؒ࣌

తؒ࣌େӍใʯΛൃද͠· ɻࣗ͢ͷҬྡҬ͕໌ࣔ͞Ε͍ͯͨΒɺେӍʹΑΔॏେͳࡂ

͕͢Ͱʹൃੜͯ͠ ͍Δຢഭͯ͠ ͍Δࣄଶͩͱଊ͑ɺࣗͷΛकΔ͜ͱΛୈҰʹߦಈͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹେӍܯใɺߑਫܯใɺ࠭ܯࡂռใࢢொଜ͝ͱʢ౦ژͷಛผ۠۠͝ͱɺ·ͨɺҰ෦Ͱ

·ਫ༧ใՏ͝ͱʹൃද͠ߑఆՏࢦொଜΛׂʣʹɺࢢ ɻ͢

平成 23年 7月新潟・福島豪雨の際に新潟県南魚沼市で発生した土石流（左）と新潟県十日町市で発生した崖崩れ（右）
写真提供：新潟県

平成 23年台風第 12 号の際の三重県紀宝町での洪水（左）と浸水（右）の状況
写真提供：三重県紀宝町

大雨によってもたらされる主な災害
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※は、気象庁「防災情報提供システム」により防災
関係機関向けに提供しています。

特集１　命を守るための避難と防災情報

ɹ͜ΕΒࡂใͷछྨ͝ͱʹɺࢢொଜॅຽʹظ͢ΔओͳࡂରԠߦࡂಈɺԼͷදͷΑ͏ʹ

ͳΓ· ɻ͢

ɹࢢொଜͰɺ͜ΕΒͷࡂใͷ΄͔ɺؾி͔ΒʮࡂใఏڙγεςϜʯΛ௨ͯ͠ ؔػࡂʹఏ

ͯ͠ڙ ͍Δ࠭ܯࡂռఆϝογϡใɺྲྀҬӍྔࢦͳͲͷΑΓৄࡉͳใߟࢀʹ͠ͳ͕Βɺආ

ࠂקͷൃྩΛݕ౼ͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻॅຽͷօ͞ΜɺࣗͷҬʹ͜ΕΒͷࡂใ͕ൃද͞Ε͍ͯ

Δͱ͖ʹɺϨʔμʔɾ߱ਫφΩϟετͰӍͷ͞ڧɺӍӢͷ͕ΓɺҠಈํͳͲΛࣗΒ֬ೝ͢Δͱ

ͱʹɺݩͷؾ͕ൃද͢ΔؾใͳͲ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

災害の種類に応じた防災情報と防災対応の例

避難の判断の参考となる主な気象情報
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高潮による災害に対して避難するタイミングのイメージ

竜巻の被害

特集１　命を守るための避難と防災情報

෩ҬʹೖΔ֬ʯར༻͠· ɻ͢ΑΓૣظʹආͷஅΛ͢Δʹɺ֘ࢢொଜʹର͢Δʮߴைҙใʯ

ͷຊจͷதͰߴைܯใͷՄੑʹͯ͠ٴݴ ͍Δ͔Ͳ͏ ͔Λ֬ೝͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

ɹࢢொଜɺ෩ҬʹೖΔલʹॅຽͷආ͕ྃͰ͖ΔΑ͏ʹආࠂקΛݕ౼͠· ɻ͢ॅຽܾͯ͠

ւ؛Տޱۙʹ͔ۙͮͳ͍Α͏ʹ͠ɺࢢொଜ͔Βͷආͷใʹҙͯ͠ ͩ͘ ͍͞ɻ

（６）積乱雲がもたらす竜巻などの激しい現象
ɹൃୡͨ͠ੵཚӢʹΑͬͯͨΒ͞ΕΔओͳࡂͱͯ͠ɺཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ɺམཕɺہతେ

ӍʹΑΔͷ͕͋Γ·͢ɻཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩ɺམཕɺہతͳେӍͷΑ͏ʹൣ͍ڱғʹൃੜ͢Δ

৽࠷༧ใΛ֬ೝ্ͨ͠ͰɺؾͷൃੜΛਖ਼֬ʹ༧ଌ͢Δ͜ͱٕज़తʹ͍ͨ͠Ίɺఱݱؾ͍ܹ͠

ͷ༧ଌใੵཚӢͷۙͮ͘ஹ͠ʹҙΛ͍ɺҰਓͻͱΓ͕ΛकΔߦಈΛͱΔ͜ͱ͕ॏཁͰ͢ɻ

ア . 事前に天気予報や雷注意報を確認する
ɹ֎׆ಈલʹɺఱؾ༧ใͰʮେؾͷঢ়ଶ͕ෆ҆ఆʯʮཕʯʮٸͳ͍ڧӍʯͳͲͷΩʔϫʔυͷ༗

ແΛ֬ೝ͠·͢ɻ·ͨɺग़͔͚Δઌͷࢢொଜʹʮཕҙใʯ͕ग़͍ͯΔ͔Ͳ͏͔֬ೝ͠·͢ɻ

この事例では、15 時から 18 時の時間帯に潮位が高潮警報の基準を超えると予想し、10 時頃に高潮警報を発表しています。高潮による災害から身
を守るためには、暴風となる 12時から 15 時の時間帯より前に避難を完了させておく必要があります。

平成21年10月30日　秋田県能代市での竜巻被害
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竜巻発生確度、雷、降水ナウキャストの例

1 時間先までの竜巻（激しい突風）の可能性、雷、降水を予測する３つのナウキャスト

イ . ナウキャストで最新の状況を確認する
ɹ֎Ͱ׆ಈ͢Δͱ͖ɺʮཽൃרੜ֬φΩϟετʯʮཕφΩϟετʯʮ߱ਫφΩϟετʯ

Ͱ࠷৽ͷঢ়گΛ֬ೝ͠·͢ɻφΩϟετʢOPXDBTUʣͱɺࠓʢOPXʣͱ༧ใʢGPSFDBTUʣΛΈ

߹Θͤͨݴ༿Ͱ͢ɻۙͷؾͷมԽ͖ͮجʹ ࣌ͳ༧ଌΛɺ͍͔ࡉఔઌ·Ͱͷ͖Ίؒ࣌	�

ִؒؒͰ͍ߦɺৗߋ࣌৽ͯ͠ൃද͢Δ༧ใΛ͍͍·͢ɻ

・竜巻発生確度ナウキャスト　
ɹൃੜ֬ ̍̎ɺཽ ͳͬͯʹگঢ়ؾൃੜ͍͢͠ʹࠓͳͲͷܹ͍͠ಥ෩͕ר ͍Δ͜ͱΛද͠· ɻ͢

ൃੜ֬ ͕̍̎༧͞Εͨ߹ɺपลͷؾঢ়گͷมԽΛҙਂ͘͠ࢹɺੵཚӢ͕ۙͮ͘ஹ͕͠

͋Εɺؤৎͳݐͷதආͯ͠ Լ͍͞ɻ

・雷ナウキャスト　
ɹ׆ಈ̎ʙ̐ɺطʹཕӢ͕ൃੜͯ͠ ͓Γɺ͍ͭམཕ͕͋ͬͯ ͓͔͠ ͳ͍͘ঢ়گͰ ɻ͢͜ΕΒ͕༧

͞Εͨ߹ɺͪʹݐࣗಈंͷதͳͲ҆શͳॴආͯ͠ Լ͍͞ɻ

・降水ナウキャスト

ɹྲྀܢਫެԂͳͲͰɺੵཚӢʹΑΔہతͳେӍ͕߱Δͱ߱ͬͨӍ͕ҰؾʹྲྀΕࠐΉͨΊɺे

Ͱਙେͳඃൃ͕ੜ͢Δ͜ͱ͕͋Γ· ɻ͢ߦಈͷઅʹɺ߱ਫφΩϟετʹΑΓӍͷঢ়گΛ֬ೝ

ͯ͠ Լ͍͞ɻ

ウ . 積乱雲が近づく兆し
ɹཽרͳͲͷܹ͍͠ಥ෩མཕɺہతͳେӍΛͨΒ͢ ੵཚӢ͕ؒۙʹ͍͍ۙͮͯΔ߹ʹɺҎԼ

ͷΑ͏ ͳঢ়گʹͳΓ· ɻ͢͜ͷΑ͏ ͳੵཚӢ͕ۙͮ͘ஹ͠Λͨ͡ײΒɺͪʹɺݐආͯ͠ Լ͞ ͍ɻ

ɹɾਅࠇͳӢ͕͖ۙɺपғ͕ٸʹ҉ ͳ͘Δ

ɹɾཕ໐͕ฉ͑ͨ͜Γɺిޫ͕ͨ͑ݟΓ͢Δ

ɹɾώϠοͱ͠ ͨྫྷ͍ͨ෩͕ਧ͖ग़͢

ɹɾେཻͷӍʮͻΐ͏ ʯ͕߱Γग़͢
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自分の命を守るために活用する防災情報（静岡県富士市民の例）

静岡県富士市の住民が自分の命を守るために活用してほしい防災情報を整理した表です。自分にとって重要な防災情報の種類や発表される地域等
の名称を事前に把握しておくことが大切です。

特集１　命を守るための避難と防災情報

（７）自分の命を守るための防災情報
ɹؾி͕ൃද͢Δࡂใɺใຖʹɺରͱ͢Δࡂɺใ໊শɺ༧ใ۠Ҭ͕ҟͳΓ· ɻ͢

·ͨɺॅΜͰ͍Δॴʹى Γ͜ಘΔࡂͷछྨେ͖͞ɺࣗͷ͓͔Ε͍ͯΔঢ়گʹΑͬ ͯɺඞཁͱͳ

Δࡂใҧͬͯ ͖· ɻࣗ͢ͷ໋ࣗͰकΔͱ͍͏؍Ͱɺࣗʹͱͬ ͯॏཁͳࡂใԿ͔ͱ

͍͏͜ ͱΛࣄલʹѲͯ͠ ͓͘͜ ͱ͕େͰ ɻ͢

ɹ͜͜Ͱɺ੩Ԭݝࢢ࢜Λྫʹɺରͱ͢Δࡂผʹ׆༻͢Δใͱൃද۠Ҭͷ໊শΛղઆ͠· ɻ͢

�1



特
集
一

特
集
一

住民一人ひとりが入手できる防災情報

（８）住民一人ひとりが入手できる防災情報
ɹؾி͕ൃද͢Δ༷ʑͳࡂใɺςϨϏɺϥδΦͳͲʹΑΔ์ૹͷ΄͔ɺࢢொଜͷߦࡂແઢ

Λ௨ͯ͡ॅຽʹ Β͑Ε· ɻ͢·ͨɺۙ࠷ͰΠϯλʔωοτܞଳిͷීٴʹΑͬ ͯɺҰਓͻͱΓ

͕ඞཁͳࡂใΛద࣌ʹೖखͰ Δ͖Α͏ʹͳͬͯ ͍· ɻ͢

ɹใ͕ൃද͞ΕΔͱ͙ ʹΒͤͯ͘ ΕΔʮϓογϡܕʯͷใఏڙαʔϏεͱ͠ ͯɺٸۓใɺ

ܯใͳͲΛҰ੪ʹಉใ৴͢ΔܞଳిͷʮΤϦΞϝʔϧɺٸۓใϝʔϧʯɺ࣏ࣗମຽؒձ

ࣾͳͲʹΑΔϝʔϧ৴ɺ'"9৴ͷαʔϏε͕͋Γ· ɻ͢

ɹ·ͨɺඞཁͳ࣌ʹใΛऔಘͰ Δ͖ʮϓϧܕʯͷใఏڙαʔϏεʹɺؾிࠃަ௨লࡂ

ใఏڙηϯλʔɺ࣏ࣗମɺຽؒձࣾͳͲͷϗʔϜϖʔδͳͲ͕͋Γ· ɻۙ͢ී͕ٴਐΜͰ͍ΔεϚʔτϑ

ΥϯͰɺ؆୯ʹใΛಘΒΕΔΞϓϦέʔγϣϯ͕૿͑ͯ ͖͍ͯ· ɻ͢

ɹ͜ΕΒͷํ๏ͰೖखͰ Δ͖ࡂใΛ࣌ࡂʹ্खʹ͜͏ ͱͷͰ Δ͖Α͏ɺใͷͭ࣋ҙຯೖखํ

๏ͳͲʹ͍ͭ ҰͯਓͻͱΓ͕͔ࠒΒཧղͯ͠ ͓͘͜ ͱ͕େͰ ɻ͢

	

気象庁の発表する防災情報の入手手段
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　津波警報や様々な気象情報などの災害情報は、予測技術や観
測技術の向上によって、その精度や地域解像度が近年急速に高ま
っています。しかし、災害情報の高度化が防災の向上に直結する
のかと言えば必ずしもそうではありません。災害情報が防災にお
いてもたらす効果は、住民自身が災害情報を活かして適切な行動
を取った結果として現れるものであり、どれだけ住民が災害情報
を活かすかが大きな鍵となります。
　しかし、災害情報の多くは住民からみればリスク情報を意味し
ます。つまり、端的に言うと、『あなたの命が危ない』という情報で
す。元来この種の情報について、人はなかなか上手く活用できな
いことが知られています。まずその基本的な理由として知られて
いるのが、「正常化の偏見」です。津波警報や避難勧告といった
身に危険が迫っていることを知らせる情報を得たとしても、まさか自分の身にそんな事態が差し迫っ
ているとは考えない、考えたくないものです。火災報知器が鳴り響く状況を想像して下さい。そのけ
たたましいベルの音は、火災を知らせていることは誰もが知っています。しかし、その時、自分が火災
のなかにあって、まさに死と直面しているとは誰もが考えません。そして、多少の不安を感じつつも、
「多分誤報だろう」、「前も誤報だった」、「みんなも逃げていない」などと、不安とは裏腹に避難して
いない自分を正当化します。ここにおいて住民の意識は、避難しない意思決定をしている訳ではなく、
避難する意思決定をしていないだけで、結果として避難しない状態を継続することになるのです。
　災害情報が上手く活用されない理由には、このような災害心理学的な人の情報理解特性に加えて、
もう一つ大きな理由があります。災害対策基本法制定以降に形作られたわが国の防災体制のなかで、
住民に自分の命を守ることへの主体性が著しく欠落している問題です。わが国の防災体制は、国民の
命を守る責務を行政に課すことに基本が置かれ、阪神淡路大震災や東日本大震災という特例を除
けば、毎年の災害犠牲者数は著しく低下しました。そこにおいて災害情報の高度化が果たした役割も
極めて大きいものでした。
　しかし、その一方で、住民に「自分は守られる対象」という意識が強く形成され、災害情報について
も、危ない時には行政が避難勧告等で教えてくれるといった意識が根強くなりました。こうした行政
に依存する意識、情報に依存する意識が過剰に高まる中で、情報待ちの姿勢が避難を阻害するといっ
た新たな危険が目立つようになりました。いくら災害情報が高度化しようとも、相手は自然であり、
全ての住民に最適な行動を指南し得るほどの情報精度は確保できませんし、情報の解像度も情報伝
達の手段も確保できるものではありません。そして、こうした依存の大きさが、現実とのギャップの
中で、住民からみた「空振り感」を常態化させることになり、結果として災害情報の高度化とは裏腹
に、住民からみた情報信頼度の低下と災害時の情報無視へとつながってしまっているのが現状です。
　災害情報は高度化する一方で、それを活かす住民の主体的な姿勢を醸成しなければ、真に防災に
役立つものとはならないのではないでしょうか。

■災害情報を活かすことの難しさ
　群馬大学大学院　広域首都圏防災研究センター長　片田敏孝教授

群馬大学大学院　片田敏孝教授
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� ࣗવ͔ࡂΒΛकΔͨΊʹ
○豊かな自然と多発する自然災害

ɹຊྻౡɺٿதҢͷϢʔϥγΞେ౦؛ʹҐஔ͠ɺ̐ͭͷւʢຊւɺଠฏ༸ɺ౦γφւɺ

ΦϗʔπΫւʣʹғ·Ε͍ͯ· ɻ͢ຊपลͷ֪ΛݟΔͱɺ̐ͭͷϓϨʔτʢϢʔϥγΞϓϨʔτɺଠฏ

༸ϓϨʔτɺϑΟϦϐϯւϓϨʔτɺถϓϨʔτʣͷڥքʹҐஔͯ͠ ͍· ɻ͢·ͨɺΞδΞϞϯεʔϯͷ

ӨڹΛड Δ͚࣪५ͳީؾͰɺͷ�ׂҎ্Λࢁ͕Ί͓ͯΓɺࢁ͔ΒҰؾʹྲྀΕԼΔՏٸफ़

ͳ̫ࣈ୩Λܗ͠· ɻ͢͜ͷΑ͏ͳཧతͳ͔ڥΒɺຊࣗવͷԸܙΛड͚Δͱಉ࣌ʹɺੈքతʹ

ͷଟ͍Ҭͱͳͬͯࡂɺ෩ɺେӍɾूத߽Ӎɺେઇɺ෩ઇͳͲɺࣗવࢁɺɺՐͯݟ ͍

· ɻͪͨ͢ࢲͷઌਓࣗવͱڞੜͭͭ͠ɺࣗવࡂͱͷಆ͍ͷྺ࢙Λ܁Γฦͯ͠ ͖ͨͱͯͬݴ ྑ͍Ͱ

ΐ͠͏ ɻ

○ハード防災とソフト防災

ɹࣗવ͔ࡂΒࠃຽͷ໋࢈ࡒΛकΔͨΊɺՏఅ࣏ਫμϜɺ࠭ԃఅɺைఅͳͲϋʔυ໘ͷ

උ͕ߦΘΕ͖͍ͯͯ· ɻ͢·ͨɺࠃ࣏ࣗମ͔Βൃද͞ΕΔࡂใʢؾܯใܯใɺࢦఆՏ

ͳͲʣͷվળͱ͍ࠂקମͷආ࣏ਫ༧ใɺࣗߑ ι͏ϑτ໘ͷରࡦߦΘΕ͖ͯ·͠ ͨɻྫ͑ɺؾி

͕࣮ۙͨ͠ࢪऔΓΈʹɺࢢொଜͷ͏ߦආࠂקͷஅॅຽͷࣗओతͳආߦಈΛࢧԉͰ͖

ΔΑ͏ࢢொଜ͝ͱʹؾܯใΛൃදͨ͠ΓɺՐࢁຖʹආͷஈ֊ͱରԠͤͨ͞ՐܯใΛൃදͨ͠Γɺ

ͦͷଞʹܯใͷվળɺٸۓใཽרҙใͷ։࢝ͳͲ͕͋Γ· ɻ͢͜ͷΑ͏ʹϋʔυɾ

ιϑτ྆໘ͷࡂରࡦΛਐΊ͖͍ͯͯ·͕͢ɺܹ͍ࣗ͠વݱຖͷΑ͏ʹൃੜ͠ɺਙେͳඃΛͨ

Β͠ ͍ͯ· ɻ͢

ɹฏ �� ɺ౦ຊେࡂʢฏ �� ʢ����ʣ౦ํଠฏ༸ԭʣ෩ୈ �� ߸ɾ��߸ɺ

ฏ ��  �݄৽ׁɾౡ߽ӍͳͲɺࣗવࡂͷܹ ɾ͞ա͞ࠅΛ·͟·͟ͱ͚ͭͤݟΒΕͨͰͨ͠ɻ

ʹରቂ͠ͳ͚ݱड͢ΔҰํͰɺܹ͍ࣗ͠વڗΈΛܙΜͰͦͷॅʹࠃɺຊͱ͍͏ࣗવ๛͔ͳͪͨࢲ

ΕͳΓ·ͤΜɻ͜Ε·Ͱʹͨ͜͠ݧܦͱ͕ແ͍Α͏ͳաࠅͳࣗવͬ͜ى͕ࡂ ͨͱ͠ ͯɺͦΕ·ͨ

ࣗવͷҰ෦Ͱ͋ΓɺࣗͷۙͰى Δ͜Մੑ͕͋Δͱ͍͏͜ ͱΛೝࣝ͢Δඞཁ͕͋Γ· ɻ͢

○自然災害に向き合う姿勢～「まさか」を「いつかは」に～

ɹࣗવࡂʹରͯ͠ ɺϋʔυ໘ͷࡂର͚ͩࡦͰݶք͕͋Γɺࡂใͱ͍ ι͏ϑτ໘ͷରࡦʹ͓͍

ܹ͍ͯࣗ͠વݱͦΕʹ͏ࡂͷ༧ଌʹݶք͕͋ͬͯ ສશͳͷͰ͋Γ·ͤΜɻࠃ࣏ࣗମʹ

ΑΔϋʔυɾιϑτ྆໘ͷࡂରࡦʮެॿʯ͚ͩͰॅຽͷ໋࢈ࡒΛकΔ͜ͱࠔͰ͋Γɺॅຽࣗओ

ࡂ৫Λத৺ͱ͠ ʮͨࣗॿʯʮڞॿʯʹΑΔࡂݮɾ͕ࡂෆՄܽͰ͋Δ͜ͱ͕໌Β͔ͱͳͬͯ ͍· ɻ͢ʮࣗ

ॿʯʮڞॿʯΛଅਐ͢Δ্Ͱɺࣗવݱࡂɺࡂใʹؔ͢ΔΑΓਂ͍ཧղ͕ॅຽʹ·Ͱ͘ ͠ٴී

͍ͯΔ͜ͱେͳ͜ͱͰ͕͢ɺ໌ʹى Δ͔͜͠ Εͳ͍ࣗવ͔ࡂΒ໋ΛकΔʹɺॅຽࣗΒͷࣗ

વڏݠ͏߹͖ʹࡂͳ࢟ͦ͜ ͕ॏཁͰ ɻ͢౦ຊେࡂͷࡍɺ͔ࠒΒͷ܇࿅ֶशͷதͰʹͭ

͚ͨͦͷ࢟ʹΑͬ ͯଟ ͷ͕ͪͨ͘ڙࢠॿ͔ͬͨྫࣄ		ɺوʹͪͨࢲॏͳ܇ڭΛࣔͯ͠ Ε͍ͯ͘· ɻ͢＊
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平成 24 年１月 17 日に福岡県苅田町の与原小学校（670 名）、新津中学校（1年生 130 名）で緊急地震速報対応行動訓練及び津
波を想定した避難訓練を実施しました。福岡管区気象台は、この訓練の実施に対して、福岡県及び苅田町教育委員会と連携し
て取り組みました。

*　岩手県釜石市では約３０００人の小中学生のほとんどが襲い来る巨大津波から逃れることができました。これは、同市で長
年防災教育の指導にあたってきた群馬大学広域首都圏防災研究センター長片田敏孝教授が提唱する「大自然の前ではここなら
大丈夫と言う場所はない」「そのときどきで最善を尽くせ」「周りがにげていなくても自ら率先して避難することが大事」など
の教えを守り、それぞれの状況の中で日頃からの備えや教えを活かし、最後まで努力し続けたことの賜物といえます。

特集１　命を守るための避難と防災情報

ɹࡂͷͨΊͷઃඋʢϋʔυʣʹࡂใʢιϑτʣʹݶք͕͋Δ͜ͱΛཧղ্ͨ͠ͰɺࣗવΛΔ͜

ͱͳ ɺࣗ͘વ͕ࣗࡂͷொͰى Δ͜Մੑ͕͋Δͱ͍͏͜ ͱΛೝࣝ͠ɺࣗͷ໋ɾՈͷ໋ࣗΒ͕

कΔͱ͍͏ҙࣝɾ͕࢟େͰ ɻ͢ʮ·͔͞ɺ͜Μͳ͜ͱ͕͖ىΔͱࢥΘͳ͔ͬͨʯͰͳ ɺ͘ʮ͍͔ͭ

͜Μͳ͜ͱ͕͖ىΔ͔͠ Εͳ͍ͱͯͬࢥ ͍ͨʯͱݴ Δ͑৺͑ߏͰ ɻ͢ɺ෩ɺߑਫͳͲͰ

ࣗՈɺॅՈொ͕ඃʹૺ͏͔͠ Εͳ͍ͱ࣌ͨ͡ײʹɺݥةΛආ Δ͚ͨΊૣΊʹͷ҆શΛ

ਤΓ·͠ ΐ͏ ɻૣΊͷʮආʯߦಈ͕ԿΑΓେͰɺ͠ ݁Ռతʹେ͖ͳࡂʹͳΒͳ͔ͬͨͱ͠ ͯʮͨ

͍ͨ͜͠ͱ͕ແͯ͘ Α͔ͬͨʯͱࢥ Δ͑ҙ͕ࣝɺࣗՈͷ໋ɺ Β͞ʹճΓͷਓͨͪͷ໋ΛकΔ͜ͱʹͭ

ͳ͕Γ· ɻ͢

ɹؾிɺࡂΛͨΒ͢ ࣗવݱʹ͍ͭͯɺͦΕΛݟಀ͢͜ͱͳ࣮֬͘ʹ͠ࢹɺΑΓద֬ͳใΛ

ਝʹ Β͑ΕΔΑ͏ɺ؍ଌٕज़༧ଌٕज़ͷ্ɺࡂใͷվળʹΊͯࢀΓ· ɻ͢ಉ࣌ʹɺࣗવ

ɾҙࣝɾࣝͷେ࢟Β໋ΛकΔͨΊͷ͔ࡂ Λ͞ࠃຽͷօ͞Μʹཧղͯ͠ ͍ͨͩ Δ͚Α͏ ɺؔؔػ

ͱྗΛ߹Θͤී׆ٴಈʹऔΓΜͰࢀΓ· ɻ͢

教育機関との協力
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コラム  

■災害に対する高い耐障害性を有する観測網の構築に向けた取り組み

　東北地方太平洋沖地震では長時間の
停電で地震計・震度計の予備電源が持ち
こたえられず、通信回線網も機能が停止
しました。このため東北地方を中心に一
時、地震波形や震度が観測できない状態
となり、緊急地震速報の精度の低下や、
余震による震度を十分に把握できない
状況が生じました。

　このような長時間のデータ欠落を避け
るため、地震計・震度計ともに予備電源
で72時間稼働できるようにするととも
に、衛星通信を用いたバックアップ回線
を増強しました。
　また新たに地震計を50か所に設置し
ている他、今後既設の80か所に巨大地
震でも振り切れない広帯域強震計を付
設するなど、災害時の対応能力強化を図
っています。

１．地震観測施設の強化
新たに設置した地震観測施設（与論島）

地震観測網の強化

　気象庁では、様々な情報作成のための基盤となる気象観測網について、東北地方太平洋沖地震で
の経験を踏まえて、電源や回線の強化などにより災害への耐障害性を高めるとともに、巨大地震で
も振り切れない広帯域強震計の付設や、被災した観測施設の復旧や被災地の観測網の強化が直ちに
行えるように機動型津波観測装置や可搬型のアメダスなどを整備など、災害対応能力の一層の強化
を図っています。
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　気象庁は、津波や潮位の監視のため、
全国の沿岸に観測施設を設置しています。
東北地方太平洋沖地震に伴う津波により、
施設自体が被害を受けたのをはじめ、電
話回線の不通や長期にわたる停電などに
より、多くの観測施設の観測データが入
手できない状態となりました。
　今回の津波による観測施設の被害を教
訓として、回線障害に対応する衛星回線
を用いたバックアップ回線の整備、長期
間の停電に対応できる非常用電源の長時
間化、観測装置を収納している筐体を強
化するなど、観測施設自体の機能強化を
行っています。
　また、仮に観測施設が被害を受けた場合にも、迅速に津波・潮位監視を再開させ、欠測期間を最小
限に抑えることができるよう、太陽電池パネルや衛星携帯電話回線を使用する機動型津波観測装置を
本庁と管区・沖縄気象台に整備します。

2. 津波・潮位観測施設の強化

機動型津波観測装置は、本庁、札幌、仙台、
東京、大阪及び福岡管区気象台、沖縄気象
台に整備

機能強化を図る津波・潮位の観測施設

機動型津波観測装置

��



特
集
一

特
集
一

コラム  

　地震、津波等により停電が発生した場合、離島においては渡島に時間を要することから復旧が遅れ、
観測データに長期の欠測が生じる可能性があります。
　今後、発生が想定されている東海・東南海・南海地震などの大地震による長期間の停電に備え、離
島に設置された気象観測所の電源を強化し、災害時においても安定した観測データを提供できるよう
観測施設の信頼性の向上を図ります。

3. 離島に設置している気象観測所の電源強化

電源を強化する気象観測所
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特集１　命を守るための避難と防災情報

コラム  

　気象庁の全国20か所の気象レーダーは、平成18年の東京レーダーを皮切りに順次、きめ細かい
降水の監視・予測に非常に有効なドップラーレーダーへの更新を進めています。平成23年度には秋
田のドップラー化を実施しました。平成24年度末までに残る３か所（長野・静岡・名瀬）の気象レー
ダーのドップラー化を行い全国のドップ
ラーレーダー観測網が完成する予定で
す。これにより、大雨、突風等に対する
監視能力を強化し、災害の防止・軽減を
図ります。
　また、種子島や名瀬（奄美大島）、石
垣島の離島のレーダーは、土砂災害など
で通信が途絶えると、復旧作業に時間を
要し長期間の観測停止となる恐れがあり
ました。このため、従来の地上回線に加
えて、衛星を利用したバックアップ用の
通信回線を新たに整備します。また、名
瀬のレーダー塔は、ドップラー化にあわ
せて建て替えて、耐震性能を強化します。
レーダー塔の耐震性能の強化や通信機能
強化により、災害時においても高い耐障
害性を有する気象レーダー観測網の構築
を図ります

4. 気象レーダーのドップラー化と通信機能の強化

　気象庁は平成13年に25か所、平成15年に
６か所のウィンドプロファイラの運用を開始しま
した。ウィンドプロファイラは、豪雨などの局地
的な気象災害の要因である「湿った（湿度が高い）
空気」の流れを観測することにより、数時間先の
大雨の予測の精度向上に大きく寄与しています。
　東北地方太平洋沖地震により、地盤の弱くなっ
ている被災地域周辺では、大雨による土砂災害が
発生しやすい状況となりました。被災地における
大雨の監視・予測を強化するため、仙台市、会津
若松市の2か所にウィンドプロファイラを新設
し、平成24年３月から運用を開始しました。

5. ウィンドプロファイラの増設

気象庁の気象レーダー観測網

気象庁のウィンドプロファイラ観測網
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